
【目的別に解説】サブスク型ホームページ制作をお勧めするサイ
ト
サブスク型ホームページ制作は、多くのビジネスにとってリスクを抑えながらプロフェッショナルなホームページを持つことができるサー
ビスです。このサービスは、初期費用をかけずにホームページを開設できるだけでなく、継続的なサポートや更新も受けられるため、特に
中小企業や個人事業主にとってメリットがあります。本記事では、サブスク型ホームページ制作が特に効果的な目的や利用シーンについて
詳しく解説します。

こんなサイトにおすすめ

個人事業主
個人事業主にとって、ホームページを持つことはビジネスの信頼性向上に繋がります。しかし、事業を始めたばかりの段階で初期費用を大
きくかけてホームページを作成するのはリスクが高く、躊躇する方も多いでしょう。

その点、サブスク型ホームページ制作は低コストでスタートでき、必要に応じて更新や変更ができるため、ビジネスの成長に合わせて柔軟
に対応できます。

例えば、フリーランスのデザイナーやライター、コンサルタントが自己PRを行うためのサイトとして非常に有効です。

自分でホームページを作成する選択肢もありますが、ホームページ制作についての知識が全くない状態から始めるには学習する時間がかか
ります。JIMDO、WIX、ペライチなどの簡単にホームページを作成できるツールもありますが、デザインが得意でないと素人っぽさ
が目立つサイトになってしまうこともあります。

士業
弁護士や会計士、社労士、行政書士、中小企業診断士などの士業がホームページから仕事を獲得するためには、信頼性の高い情報を定期的
に発信することが必要です。

しかし、サービス内容や料金表、実績紹介などの更新を自分で行わず、ブログ記事の執筆に専念する方も多いでしょう。また、更新のたび
に業者に修正費を支払っているという方もいるのではないでしょうか？

サブスク型ホームページ制作では、制作会社が更新を代行してくれるため、常に最新のサービス内容や料金表を掲載し、クライアントに最
新情報を提供できます。

特に、開業初期に自社のサービスを紹介する際、ホームページを見てもらうのが最も効果的です。サブスク型ホームページ制作は、士業の
マーケティング活動を効果的に支援し、信頼性の向上と集客に役に立ちます。

https://wdkb.me/blog/howsbsc/
https://wdkb.me/blog/howsbsc/


送客ポータルサイトで集客をする企業・店舗
送客ポータルサイトを利用して集客を行う企業や店舗にとって、サブスク型ホームページ制作は理想的な選択肢です。

たとえばリフォーム業者であれば、「ホームプロ」や「リショップナビ」といったポータルサイトを訪れる顧客が会社名を検索し、ホーム
ページも参考にして検討します。

同様に、飲食店であれば「ぐるなび」や「食べログ」を見た後に店名で検索し、ホームページでお店の雰囲気を確認することが多いでしょ
う。また、美容室やサロンでは「ホットペッパービューティー」を利用した後に店名を検索し、ホームページで詳細情報を確認することが
一般的です。

このように、ポータルサイトを見た後に店名で検索するパターンは非常に多く、自社のホームページでも最新の情報や魅力的なコンテンツ
を提供することが重要です。

サブスク型ホームページ制作なら、店舗の情報やサービス内容、キャンペーン情報などを制限なく掲載できます。例えば、季節のメニュー
の写真をトップページに大きく掲載したり、店内の魅力的な写真を目立つ位置に配置するなど、ユーザーに見てもらいたい情報を迅速かつ
簡単に更新できます。これにより、他店との差別化を図り、より多くの顧客を引き付けることが可能になります。

リフォーム業
者

「ホームプロ」や「リショップナビ」を利用する顧客が、業者名で検索した際に最新の施工事例やキャンペーン情報を
提供することで、競合との差別化を図ります。

飲食店
「ぐるなび」や「食べログ」を見た後に検索する顧客に対して、季節限定メニューや店舗内装の写真を大きく掲載し、

お店の魅力をアピールします。

美容室・サロ
ン

「ホットペッパービューティー」を利用した後に検索する顧客に、スタイリストのプロフィールや最新のヘアスタイル
写真、サロン内の雰囲気を伝える情報を提供します。

サブスク型ホームページ制作を活用することで、ポータルサイトと連携しながら最新の情報を簡単に更新し、顧客に対して常に魅力的なコ
ンテンツを提供することが可能です。

地域密着型ビジネス（BtoC）
地域密着型ビジネス（例えば飲食店、クリーニング店、地域サービス業など）では、地元の顧客に迅速かつ効果的に情報を提供することが
重要です。サブスク型ホームページ制作は、イベント情報やキャンペーン、口コミの表示などを簡単に更新でき、地域コミュニティとのつ
ながりを強化します。

社団法人やNPO等の情報発信サイト
NPOやボランティア団体にとって、支援者やボランティアを募るための情報発信は重要です。サブスク型ホームページ制作は、活動報告
やイベント告知、寄付の受付などを簡単に始めることができ、効果的に情報を発信できます。これにより、団体の活動を広く知ってもらう
ことが可能です。



3. サブスク型ホームページ制作に向いていないサイト

期間限定のキャンペーンサイト
サブスク型ホームページ制作は長期利用を前提としているため、期間限定のキャンペーンサイトには向いていません。一時的なプロモーショ
ンや特定のイベントのためにサイトを立ち上げる場合は、短期間で完了するプロジェクト型のホームページ制作が適しています。

当社のサブスク型ホームページ制作も最低契約期間は６か月の縛りを設けていますが、６か月で解約された場合は制作時間を考えると完全
に赤字になってしまいます。

大規模なサイトのリニューアル
既存の大規模なサイトを大幅にリニューアルする場合、サブスク型ホームページ制作では機能が不足することがあります。多くのサブスク
型ホームページ制作サービスは、作成するページ数が1～5ページ程度に制限されており、プランによって作成できるページ数が決められ
ています。基本的には小規模なホームページ制作を想定しているため、多数のページや複雑なコンテンツ構造を持つサイトのリニューアル
には対応しきれないことが多いです。

そのため、大規模なサイトのリニューアルを検討する場合は、サブスク型サービスではなく、見積を依頼し、具体的な制作内容や予算を検
討することが必要です。こうすることで、サイトの規模や複雑さに応じた適切なリニューアルが実現できます。

システム開発を伴うWebサイト制作
独自の予約システムや会員管理システム、特定のアプリケーションを組み込む必要がある場合、サブスク型ホームページ制作では対応が難
しいことがあります。サブスク型ホームページ制作は基本的にホームページの制作のみを行うことを前提としているため、これらのシステ
ム開発は含まれていない場合が多いです。

最近では、STORES予約やAirリザーブなどのSaaSとして提供されているサービスを利用する事業者が増えています。特に中小
規模の会社であれば、特殊なサービス形態でない限り、SaaSを利用するのが一般的でしょう。

4. まとめ
このように、サブスク型ホームページ制作は多くのビジネスシーンで大変有効です。特に、定期的な更新が必要なサイトや初期コストを抑
えたい事業主にとって、柔軟に対応できるサブスク型ホームページは最適な選択肢となります。

一方で、期間限定のプロジェクトや大規模なリニューアル、システム開発が必要な場合には、他のホームページ制作方法を検討することが
必要です。自分のビジネスや目的に最適なホームページ制作方法を選ぶことが、成功の鍵となります。


